
 
 
このドキュメントについて 
 
このドキュメントは、アジレント・テクノロジー ウェブサイトによって、お客様に製品のサポ

ートをご提供するために公開しております。印刷が判読し難い箇所または古い情報が含

まれている場合がございますが、ご容赦いただけますようお願いいたします。 
今後、新しいコピーが入手できた場合には、アジレント・テクノロジー ウェブサイトに追加

して参ります。 
 

本製品のサポートについて 
 
この製品は、既に販売終了またはサポート終了とさせていただいている製品です。弊社

サービスセンターでは、この製品の校正は実施できる可能性があります（修理部品が不

要な場合など）が、その他のサポートはご提供いたしかねます。誠に恐縮ではございま

すが、ご理解願います。 
なお、この製品に関するその他の情報や、代替製品情報などは、弊社 電子計測 ウェブ

サイト  http://www.agilent.co.jp/find/tm にて、できるだけご提供しておりますので、ご利用

ください。 
 

訂正のお願い 
 
本文中に「HP」または「YHP」とある語句を、「Agilent」と読み替えてください。 

また、「横河・ヒューレット・パッカード株式会社」、「日本ヒューレット・パッカード株式会

社」とある語句は、それぞれ、「アジレント・テクノロジー株式会社」と読み替えてください。 

ヒューレット・パッカード社の電子計測、自動計測、半導体製品、ライフライフサイエンス

のビジネス部門は、1999年11月に分離独立してアジレント・テクノロジー社となりました。 

社名変更に伴うお客様の混乱を避けるため、製品番号の前に付されたブランドのみ 

ＨＰからAgilent へと変更しております。 

（例：旧製品名 HP 8648は、現在 Agilent 8648として販売いたしております。） 
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1 - 1 . 概  説 .

4329Aは 完全 なソリッドステー ト方式の,携 帯形絶縁

抵抗計です。測定範囲は試料 にかける電圧で多小変化

しますが全体 で 500kΩ～ 2× 1016Ωの広範囲にわたっ

てお り,直 偏法では従来測定できなかった高抵抗 を簡

単かつ正確 に直読できます。各種の合成樹脂やゴム,

磁器, シ リコン油およびその他 の絶縁油などの各種電

気絶縁材料 ならびにコンデンサや トランス,ス イッチ,

ケープルなどの電気回路部品の絶縁抵抗の測定に広 い

用途があ ります。測定電圧は 10V,25V950V,100V

250V95∞ V_お よび 100いたcの 7レ ンジです。 このた

め,高 い電圧 をかけると絶縁破壊 を起すような試料 で

も,低 い電圧 で高い絶縁抵抗 まで正確 に直読できます。

また,測 定中に試料 が絶縁破壊 を起 じ短絡事故が生 じ

た場合でも,本 器が焼損 しないよう十分に考慮 してあ

ります。                   。

測定端子がフローティングのため,4 3 2 9 Aは ケープル

の絶縁抵抗 を測定する場合のような片線接地の試料 で

も簡単 に測定でき,特 別 なセッ トアップを必要 としま

せん。 この場合測定端子の高圧側が接地 されるため,

低F■4RJ端子である BNC(メ ス)コ ネクタの外報J金属導

体 に負の高圧がかか り,電 撃 を受ける危険があ ります。

このため,4329Aで は BNC(メ ス)コ ネクタをプラス

チックカバーでおおい, ま たテス トリー ドの BNC(オ

ス)コ ネクタもプラスチ ックモール ドで被ふ くして金

属部分の露出による電撃事故 を未然に防いであ ります

から,安 心 してご使用になれます。 なお,前 面パネル

と並列 に裏面パネルにも測定端子 を設けてあ ります。

絶縁抵抗の測定 と共に,本 器は自蔵の直流増幅器 によ

り8レ ンジで,0.05pA-20μ Aの 徹月ヽ電流 も測定でき

ます。入力抵抗はレンジによって異な り,104_101lΩ

です。絶縁物の漏洩電流や充電々流,あ るいはイオン
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笏
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図 1-l MODEL 4329A HIGH RESISTANCE METER
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様仕

測 定 電 圧
10V 25V 50V| | I Ю

OV I“ OV

正確 さ :± 3%

soov 
-T- 

rooov|

測 定 範 囲

それぞれ 8レ ンジ

'XttL14Ω
IL21慎

薔 亀
125猥

標 Ω
151準

L15Ω
ILi111■ 12fTl梅 |15×

裏 L16Ω

有 効 目  盛 0.5-5 0.125-1 0。25-2 0。5～ 5 0.125-1 0。25-2 0。5～ 5

正  1朧  き  申 :

有効目盛の範囲内では指示値の±10%以 内.た だし、代表値 (参考データ)と してフルスタール

重言詈「
ザフ写2オ3拳蘇嚢夫で4罫劣嵩杢課ア百柱襲TEF蔀皇な警寿を病ぢ罷菅警讐整腎冴ゝ

絶 縁 抵 抗 測 定

徹 小 電 流 測 定

共     llililllll′   `11i1ll[::    様

* 1メ ータの∞ならびにフルス

ケール校正 を行 なった場合 4329ハ

測 定 範 囲 0。05X10~12_2X10~5A, 8レ ンジ

メ ー タ ロ 盛 0-20, 直 線目盛.燿 :J ―ヽ一日0。5

正  確   さ
フルスケール値の±5%.た だし, レンジスイッチが電流最小 (時計方向一杯.パ ネルの

R MAX)の位置では,± 8%.

入カインピーダンス レンジによって変化 し, 1 0 4Ω_ 1 0 1 lΩ± 1 %。

レ:コーダ出 力
0～ 1∞ mVdc

メータの振れに比列 した出力,出 カインピーダンス l  kΩ.

電 源 100/2CЮ V± 10%950～ 60 Hz. 約 3W

菫 量 約 3.5 kg

付  属   品 16117A低 雑音テス トリー ド;片 端 BNC(オ ス)と バナナプラグ.片 端ワニロクリップ

アクセサ リ

(別契約)

16008A RESISTIVITY CELL

外 形 図 (単位 : m m )
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電流の測定などに便利です。

4329Aは 測定電圧 に応 した 3つ の抵抗 目盛 と 1つ の電

流 目盛があり,測 定中はどの目盛 を読めばよいかが目

盛の左端 にランプで表示 されますし また,測 定倍率 も

ツマ ミの設定に応 してメータ右側の表示部分 に自動的

に表示 されますから短時間で確実な測定値が得 られ,

貴重な測定時間を大幅 に短縮できます。 このため,本

器 は製造 ラインでの試験用測定器 としても最適です。

アクセサリ(別契約)として,166o8A RE SISTIVITY

CELLが あります。4379Aと 組み合,わせて使用すれば,
板状試料の体積固有抵抗ならびに表面固有抵抗を測定
できます。測定できる試料の厚さは

｀
,最 大 7 mmで す.

歩
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議
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2.使 用前 音

2-1。 検  査

本器は工場 を出荷 される前に十分 な検査 を受け,機 械

的ならびに電気的に正常 な動作 が保証 されています。

お手 もとに届 きましたらす ぐにこん包を解 き,輸 送中
に1員傷 を受 けていないか どうかを確認 して ください。

2-2。 AC t源 電圧

本器は, 100/200V± 10%50～ 60 Hzの AC電 源 で動

作 し,消 費電力は約 3Wで す。 100V,200Vの 電源電

圧切 り換えは,裏 面パネルのスライ ドスィッチで行 な
います。マイナス形 ドライパの先端 をスイッチのみぞ

に合わせ,左 右 に切 り換 えます。図3-2を ごらん くだ

さい。裏面パネルの AC電 源 ヒューズには o。lAの ス

ロープロ形 を使用 し,電 源電圧によって取 り替 える必

要はあ りませ ん`           `

動作中には,電 源電圧切換スイッチを操作 し

ないこと。さもないと,本 器 を焼損すること

力fあ
:り
ます。

2 - 3。 3心 電源 コー ド

本器には,取 りはず しのできる 3心 電源コー ドが付属
してお り,コ ー ドの先には平形プラグと3極の N E M A
プラグが付 いています。平形プラグは裏面パネルのコ

ネクタに, NEMAプ ラグは接地端子 を持った 3極 の電
源 コンセン トに接続 します。 こうすると本器のヶ―ス
はコンセン トを通 して安全に接地 され,A C電 源によ
る電撃事故 を完全に防 ぐことができます。

接地端子 をもたない 2極 の電源 コンセン トを

使用する場合には1 3極 … 2極 変換アダプタ

(部品番号5080-3149)を 使用 します。 この場

合,ア ダブタの接地端子 を用 いて,本 器 を接

地 して安全に使用することができます。

鶉

鶉

・

・・一〇



|

スライ ドラッチが左側にあ り,み ぞが図
のよ

ぅに開いていることを確認 します。

仕切板 を斜めにしてケ
ースに入れ,上 下の突

起 をケース内部のみぞに合わせます。

仕切板 を矢印の向 きに止 まるまでまわします。

4。 仕切板 を止 まる

まで下杯に,中
へ押し込みます。

5。 スライ ドラッチを矢印の方向に

すべらせると,仕 切板 はケ
ース

に固定 されます。

6.プ ラスチックの止め板 を下 に押

し下げて手前に引 き,点 線のよ

うに倒 します。

7 .ケ ースの中に測定器

を押 し込みます。

止め板 をもとのようにかけます。 この と

き,止 め板 についているフックが仕切板

を交互にはさむ形になります。

止め板 を上 に押 し上げてロツクします。

図 2-1 組 み合わせケ
ースの組み立てかた

図 2- 2  ラ ックマウン ト用取 り付けわ くの使
いかた

%モ ジュー ル

規 格 の器種

1^r,- 1tfr.

Oスペース板固定ネジ

机の縁に,取 り付けわく①を垂直に立て

ます。

わくの中に測定器②を積み重ね,そ の間

にスペース板③ をはさみます。

両端にもそれぞれスペース板④を入れ,

全体をわくの中に押 し込みます。

わくの両側でスペース板をねじ⑤で止め,

測定器を固定 します。

測定番組み合わせの一例



取 り付けかた

1。足台の突起④ を,取 り付け穴⑤に合わせます。

2.押 ボタン① を押すと,ス トッパがはずれます。

3.押 ポタン① を押したまま足台をONの 矢印③の向
きに引いてずらせ,押 ボタンを離 します。これで
足台は測定器に固定されます。  ・

取 りはずしかた

1。押ボタン① を押すと,ス トッパがはずれます。

2。押ボタン①を押したまま足台をOF Fの 矢印②の

向きにずらせ,押 ボタンを離 します。

3。足台は,真 上に引 くとはずれます。

図 2-3 足 台の付 けかた ,は ず しかた

鶉

浴
冥

2-4。 組 み合 わせケース

組み合いわせケースは,本 器のような 1/2モ ジュールま

たは 1/3モ ジュール規格の測定器 を数機種一緒に組み

込んで,一 台の測定器 として使用することができるよ

うにしたものです。 この組み合わせケースは通常卓上

形 として使用 しますが, フルモジュール規格ですから

両側面に L形 金具 を付 けれ嗅 直接 EIA規 格のラック

に取 り4けけることができます6

図2-1は 1/2モ ジュール規格の機種 を例にして組み合

わせケースの使 いかたを図示 したものですが, 1/3モ

ジュールの測定器 を取ιり付けるときには,右 ないしは

左側の掛 けがねを使 う必要があります。 なお,ケ ース

に取 り付 ける測定器 は図2-4に したがってプラスチッ

クの足台 をはず してからお使 い ください。

2-5。 ラックマウン ト用取 り付 けわ く

ラッタマウン ト用取 り付 けわ くは,1/2ま たは 1/3モ

ジュール規格の測定器 を数機種一緒に組み合わせて,

EIA規 格のラックマウン トにするとき使用 します。

図2-2は ,1/2モ ジュール規格|の機種Iを例 にして取 り

付 けかたを図示 したものです。 なお,測 定器の前側の

プラスチックの足台は,図 2-3の 方法ではず してから

取 り付 けます。

銹



3.使  用  法

3 - 1 .概  説

4329Aは ,500kΩ ～2× 1016Ωの高抵抗 を直読で。きる携

帯形の絶縁抵抗計です。測定電圧 は 10■ 25V,50V,

100V,250V,500Vお よび 1000Vdcの 7レ ンジですか

ら,高 圧 をかけると絶縁破壊 を起すような試料 も低圧

で正確 に測定できます。図3-2は ,前 面および裏面パ

ネルのツマ ミの説明です。電源の投入順序 は図3-3を ,

使用法は本文の 3-4。と図3-4お よび図3-5を ごらんく

ださい。本器 はまた自蔵の直流増幅器 により,0。05pA

～20μAの 微小電・流 も測定できます。測定の方法は,

本文の3-8。と図3-11を ごらん ください。

鶉
4329Aと 共にアクセサ リ(別契約)の 16008A RESIS―

TIVITY CELLを 用いると, 栃砒ti試料 の体千責固有抵

抗ならびに表面固有抵抗 を測定できます。詳細は,本

文の3-5。および図3-7と 図3-8を ごらんください。

3-2。 機械的 ゼ ロ調整

本器が正常な動作温度 において正 しい位置にあるとき,

電源スイッチを OFFに すると, メータ指針 は目盛の

ゼロ点 (∞点)を指すはずです。 もしずれているときは,

次の方法で調整 します.

1)電 源スイッチを OFFに し,全 てのコンデンサ

を放電 させ るため約30秒間待 ちます.

2)メ ータ下側中央のゼロ調整ね じを,時 計方向に

ゆつ くりまわ します。

3)指 針 は初 め時計方向 に,次 いで反時計方向に

ゆつ くり動 きます。調整ね しをさらにまわし,

指針 が時計方向 に動 いて 目盛 の左側からゼロ

点 に近づ き, ち ょうどゼロ点 を指 したとき止め

ます。

4)調 整ね しを,わ ずかに反時計方向にもどします。

このとき,指 針 がゼロ点からずれて しまったな

らば, もう一度調整 をくり返 します。

3- 3 . 1 6‖ 7 A低 雑 音テス トリー ド
∫イ

16117Aは4329Aの測定用テストリードです。同軸ケ
ニブルの BNC(オ ス)コネクタはUNKNOWN端 子の

BNC(メ ス)コ ネクタに接続し,赤 いゴム被ふく線の
パすナプラグは赤いパインディングポストに接続しま

す?測 定中に
バナナプラグが抜けるのを防 ぐため, リ

ァ ド線の途中をモ
ール ドで止めてあ ります.テ ス トリ

剪
豪

議
昇

・Ｄ

ガー ドリング

プラスチックの柄
同軸ケープル

図 3-1 16117A低 雑音テス トリー ド
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LINEス イッチ :AC電 源 をON-OFFす る。オ甲ポ

タンスイッチです。A C電 源が O Nに なると,押

ボタンの中のランプが点灯 して赤 く輝 きます.

TEST VOLTAGEス イッチ :llE抗を測定するとき,

試料 に加 える測定電圧を設定 します . ÓVも 含め

て,10V～ 1000Vま で 8レ ンジです。

RANGEス イッチ :自 蔵の標準抵抗 を切換えて,

測定範囲を選択 します。反時計方向
一杯の位置が

CAL.■ メータがフルスケール値 まで振れること

を確認すれば,仕 様の正確 さで抵抗測定が行 なえ

ます。CAL。  も含めて 9レ ンジです .

MODEス イッチ :′抵抗測定のとき,測 定回路 を3

段 に切 り換 えます.

MEASURE:試 料 に測定電 I王をかけて, その抵

抗値 を測定 します。

CHARGE:測 定前 にあらか しめ試料 に測定電圧

をかけ,充 電 します.

DISCHARGE:測 定終了後:試 料 に充電されてい

る電荷 を放電 します.

電流測定のときは,MEASUREの 位 置 で測定回

路 を構成 し, CHARGEお よび DISCHARCEの

位置では測定端子が短絡された状態にな ります。

RE SISTANCE― CURRENTス イッチ :有到抗測

定 と電流測定を切換えるスイッチです。

メータ :振動や衝撃に強い: ト
ー トパ ンドメータ

です .抵 抗測定用の 3種 類の目盛 と,一 番下側に

電流 目盛があります。ツマ ミの設定に応 して目盛

の左端にある矢印のランプが点灯 し, どの目盛 を

読めばよいかを指示 します.

測定倍率表示器 :ツ マ ミの設定に応 して測定倍率

をランプで表示 します.抵 抗測定の場合は TEST

VOLTAGEと RANGEス イッチに通L動 して 106～

1015のうちの一つが点灯 し,単 位 はΩ (オ
ーム)

です。電流測定の場合は RANGEス イッチと運動

して10-6_10-13の うちの
一つが点灯し,単 位 はA

(アンペア)で す。        ―

UNKNOWN Rx(二 ),Ix(十 )端 子 :測 定端子の

ハイインピーダンス側で,BNC(メ ス)コ ネクタ

です。抵抗測定時には
一,電 流測定時には十端子

になります.片 線接 地 の試料 を測定 す る場合j

GND端 子 とUNKNOWN端 子の赤いパインデイン

グポストに短絡板 をかけるとBNCコ ネクタの外側

導体に測定電圧 (負)力
fかかるので,プ ラスチッ

クモール ドのカバーを付けて直接手では触れ難い

ようにして,電 撃事故 を未然に防いでいます。

図 3-2 前 面および裏面パネル
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UNKNOWN Rx(+),Ix(― )端 子 :測テ=J喘子の

ローインピーダンス側で,赤 いバインディングポ

ス トです .抵 抗測定時には+端 子 となり,正 の測

定電圧がかか ります.電 流測定時には一端子にな

ります。16117A低 雑音テストリー ドの赤いパナナ

プラグを接続 します.        ‐

GND端 子 :内 部でケースに接続 してあ ります。

3心 電源 コー ドを通 してケースが接地 されている

場合にはF・5題あ りませんが, そ うでない場合には

この端子 を必ず接地 してお使 い ください.こ の端

子に付属 している短絡板は, 通常 GUARD端 子に

接続 しておきます.

GUARD端 子 :本器のフローティングアースに接

続 してあ ります.ガ ー ドの とれる試料 を測定する

場合に使用 します.

ゼロ調整 :メ ータの機械的ゼロ点 を調整 します。

本文の 3-2。をごらんください.

∞ ADJ.調 整器 :メ ータの電気的ゼロ点 (抵抗 目

盛の∞点で,電 流 目盛のゼロ点)を 調整する,半

固定の トリマコンデンサです .安 定な可変容量ダ

イオー ドによる自励発振形直流増幅器 を使用 して

いるため ドリフ トはほとんどなく,周 囲温度が大

幅に変化 しないかぎり通常は調整する必要はあ り

ません.

14. FULL SCALE CAL.調 整器 :メータのフルスケ
ール点 を調整する半固定調整器です。通常フルス

タ
ール感度はほとんど変化 しません力t周 囲温度が

大幅に変化 した場合あるいは正確 な測定値 を必要

とする場合にはっ RANGEス ィッチを CAL.に し

て調整 します .

15. UNKNOWN端 子 :前面パネルの UNKNOWN端

子 と並列に接続されています.上 側の端子は,ロ
ーインピーダンス側のパインディングポス トです.

下側の端子は,ハ ィィンピーダンス側の BNC(メ

ス)コ ネクタです.プ ラスチックモール ドの保護

カバー付
・
きで,同 じくプラスチックモァル ドされ

た BNCキ ャップが付いています。(OptiOn c10 only)

16。RECORDER端 子 :メ ー タの振 れに比例 した,

0-100甲 Vdcが 得 られます.出 カインピーダンス

lkΩ ■ 前面パネルの GND端 子の短絡板により

片線接地にもフローティングにもなります.

17.0。lA SLOW BLOWヒ ューズ :AC電 源 ヒュー

ズで,0。lAの スロープロ形 を使用 します.

18.電 源電圧切換 スイッチ :AC電 源電圧に合わせて,

100Vま たは 200Vの いづれかを選1尺します .

19. LINEコ ネクタ :3心 電源 コー ドの平形プラグを

接続 します .

12。

図 3-2 前面および裏面パネル(続 き)



― ドの先端 は両方 ともワニロクリップで,そ れぞれ黒

と赤 の保護 カバ
ー付
・
きです。

BNCコ ネクタの付 いた同軸ケープルは低雑音の特殊ケ

ープルですから,高 感度 レンジでも安定 した測定値が

得 られます。また.BNCコ ネクタは外側金属部分 をプ

ラスチ ックでモール ドし,4329Aに 接続 したとき金属

部分 が完全 に被ふ くされて露出 しないようになってい

ます。 これは片線接地の試料 を測定する場合,BNCコ

ネクタの外側導体 に測定電圧がそのままかかるので電

撃 を受 ける恐れがあ り,こ れを防止す るためです。 ま

た,同 軸ケ
ープル とワニロクリップの柄 との接続部分

はガー ドリングを取 り付 けた特殊構造になってお り,

このガー ドリングは同軸ケープルのシール ド外被 に接

続 してあ ります.こ のため,片 線接地の試料 を測定す

る場合 このガー ドリングにも測定電圧がそのままかか

りますが,柄 の内側 に取 り付けてあるため直接手で触

れ難 くなっていますか ら安全です (図3-1を ごらん く

ださい).こ のガー ドリングの構成は,高 抵抗 を正確

に測定するためにぜひ必要です。 したがって,テ ス ト

リー ドとしてガー ドリングを持 たない通常の同軸ケ
ー

プル を使用するのは不適当です。 また,テ ス トリ
ー ド

の同軸ケープルのビニル外被 とワニロクリップのプラ

スチ ックの柄 を絶縁 テープなどで
一緒に被ふ くす ると,

測定誤差 を生 しますか らご注意 ください。 なお,ワ ニ

ロク リップの柄 の先端 はコネクタになってお り,強 く

引 くとワニロクリップが抜けます。 もし抜けて しまっ

たときは,黒 い保護 カバ
ーをさし込んでか らクリップ

を押 し込んで ください。

3-4.絶 縁抵抗の測定         ′

3-4‐ 1。 測定上の注意

高抵抗の測定では低抵抗 を測定する場合に比べて下記

のような特殊 な現象が発生 しますから,正 確 な測定 を

行 なう場合 には十分注意する必要があ ります。

3-4-2.残 留電荷効果

高絶縁物 は一度電圧 をかけると分子的にひずみを受 け

て,電 圧 を取 り去 つた後 もしばらくは残留電圧力
f現わ

れます。 この現象 を残留電荷効果 といいます。 このた

め,そ のままの状態でふたたび電圧 をかけて測定する

と,実 際の値 とは異なった抵抗値 を指示することがあ

ります。 したがって,一 度電圧 をかけた後ふたたび瀬1

定す る場合 には,十 分長 い間試料 を放電 させてから行

なう必要があります。

3-4-3.吸 収現象

高絶縁物 に電圧 を長時間かけていると,だ んだん抵抗
・

値 力=高 くなっていきます。 これは充電現象 とは別のも

ので,吸 収現象 と呼ばれています。 したがつて,測 定

1 4

値が電圧 を加 えてか ら何分
・目の値 であるかを明記 しな

くては,測 定値 を比較検討する場合不都合が生 します

からご注意 ください。

3-4-4.電 圧係数 と温度係数

絶縁物 は一般 に電圧 によって抵抗値 が異な り,ほ とん

どのものは測定電圧が高 くなるにつれて抵抗値が小 さ

くなります。 また,温 度 によってもかな り抵抗値が変

化 しますから,正 確 な測定 を行 なうには試料 を恒温槽

に入れ,測 定時の温度 ならびに測定電圧 を明記する必

要があ ります。

3-4-5。 試料 を接 続す る ときの注意

16117Aテ ス トリー ドの同軸 ケーブル と黒 いカバーの

付 いたワニロクリップの接続部分 は,ガ ー ドリングを

付けた特殊 な構造になっています。図3,1を ごらん く

ださい。正確 な測定値 を得 るために,試 料 を接続する

とき次の事項にご注意 ください。

黒いカバーの付いたワニロクリップの黒いカバ

ニおよびプラスチ ックの柄が測定ベ ンチに触れ

たり,ま たテス トリー ドの同軸ケ
ープルのビニ

ル外被 ならびに赤 いリー ド線 とそれに付 いてい

る赤 いカバーおよび先端のワニロクリップなど

に触れないように注意 して ください。 もし接触

しているとガー ドリングの効果がな くな り測定

値が不正確 にな ります。 なお,テ ス トリー ドの

同軸ケープルのビニル外被ならびに赤いリー ド

線がお互に接触 した り,ま た測定ベ ンチに触れ

るのはさしつかえあ りません。

片線接地の試料 を測定する場合 はテス トリー ド

のガー ドリングにも測定電圧 がかか り電撃 を受

ける恐れがあ りますが,ガ ー ドリングはワニロ

クリップのプラスチ ックの柄 の内側 に取 り付 け

てあるため,通 常手では触れ難 くなつています。

したがって,安 全子のため とはいえプラスチック

の柄 と同軸ケープルのビニル外被 を絶縁 テープ

などで一緒に被ふ くして しまうとガー ドリング

の効果がな くな り,正 確 な測定値が得 られな く

な りますからご注意 ください.

3)赤 いカパーの付 いたワニロクリップには測定電

圧の+(プ ラス)力fかか り,黒 いカパーの付 い

たワニロクリップには一 (マイナス)が かか り

ます。 ダイオー ドや電解 コンデンサなど極性 を

持 った試料 を接続するときはご注意 ください.

4)高 抵抗 を測定す るため,試 料 を測定ベ ンチ上 に

そのまま置いて測定すると漏洩電流のため誤差

を生することがあ ります。 し たがって,試 料 に

比べて十分高い絶縁抵抗 をもった絶縁物上 に試

料 を置いて測定するか。 また止むを得 ない場合

にはテス トリー ドで空中に支持 した状態で測定



します。 この場合,テ ス トリー ドがゆれたりま

た人体が近づいた りすると,線 間容量が変化す

るためにオ旨示値がふらつ きます。 なるべ く試料

ならびにテス トリー ドが静止 した状態で測定 し

て ください。

3-4 - 6。 両端非接地の試料 を測定す る場合

両端i非接地の試料は, GND端 子 とGUARD端 子を短絡

して測定 します。 こ の場合, TEST VOLTAGEス イ

ッチで設定する測定電圧 (正)が UNKNOWN端 子の

赤 いパ インディングポス トにかか ります。 し たがって,

この端子 ならびにそれに接 続 されている 16117Aテ ス

トリー ドの赤 いカバーの付 いたワニロクリップに触れ

ると,電 撃 を受 ける危険があ ります。特に,測 定電圧

が 500Vま たは 1000Vの とき誤 って触れるとショック

を受けますが,電流は 2 0 0μ A程度 しか流れませんので

危険電流には至 りません。 しか し,十 分に注意 して く

ださい。

注意

MODEス イッチカfMEASUREま たは CHARGE

のときは,UNKNOWN端 子の赤いパインディング

ポス トおよび 1 6 H 7 Aテ ス トリー ドの赤 いカバー

の付いたワニ ロクリップには絶対に触れないこと

MODEス イッチがDISCHARGEの ときはUNKN―

OWN端 子に電 F■lまかか りませんから, 試料に触

れる場合ならびにテス トリー ドの取 り付け,取 り

はずしのときは,安 全のため必ず MOD Eス イッ

チをDISCHARGE:こ してください。

3-4-7。 片線接地の試料 を測定す る場合

片線接地の試料 は, GND端 子 とUNKNOWN端 子の赤

いパインディングポス トを短絡 して測定 します。 この

場合,T E S T  V O L T A G Eス イッチで設定する測定電

圧 (負)が UNKNOWN端 子の BNC(メ ス)コ ネクタ

の心線およびヽ憔J導体ならびにGUARD端 子にかかり

ます。 したがって,こ れ らの端子 ならびにそれに接続

されている 16117Aテ ス トリー ドの黒いカバーの付 い

たワニロクリップに触れると,電 撃 を受ける危険があ

ります。特に片線接地の試料の測定では,GND端 子 と

GUARD端 子の間にO.5μFの コンデンサが入つており,

測定電圧が 500Vま たは 1000Vの とき誤って触れると

コンデンサに充電 されている電荷の放電により,か な

り強いショックを受 けます (コンデンサの放電が終れ

ば,200μ A程 度の電流 しか流れません)。 し たがって,

前言己端子類ならびにワニロクリップには絶対に触れな

いよう,十 分 に注意 して ください。 なお, 16117Aテ

ス トリー ドの同軸ケープルが黒いカバーの付いたワニ

ロクリップのプラスチックカバーに触れる部分には,

金属円筒をかけてガー ドをとっています。 このガー ド

電極はプラスチックカバー内に収めて直接手で触れ難

くなっています力ヽ 同軸ケープルのシール ド外被に接

続してあり誤って触れると電撃を受ける恐れがありま

すからご注意 ください。

注意

MODEス イッチヵ=MEASUREま たは CHARGE

の ときは,uNKNOWN端 子の BNCコ ネクタおよ

び GUARD端 子ならびにテス トリー ドの黒いカバー

の付いたワニ ロクリップには絶対に触れないこと

MODEス ィッチが DISCHARGEの ときはUNKN―

OW N端 子に電圧 はかか りませんから,試 料に触

れ る場合ならびにテス トリー ドの取 り付け,‐取 り

はずしのときは,安 全のため必ず MODEス イッチ

をDISCHARGEに してください。

4329Aで は uNKNOWN端 子の BNC(メ ス)コ ネクタ

はプラスチ ックモール ドのカパー付 きで,テ ス トリー

ドをはず した状態でも端子に触れ難 いよう,十 分 に注

意 して設計 してあ ります。 また,16117Aテ ス トリー

ドの BNC(オ ス)コ ネクタもプラスチックモニル ドで

被ふ く́し,UNKNOWN端 子に接続 したとき金属部分

が全 く露出 しないようにして,電 撃の危険 を未然に防

いでいます。 したがって,片 線接地の試料 を測定する

場合には必 ず,付 属 している 16117Aテ ス トリー ドを

お使 い ください.金 属部分の露出 した一般の BNCコ

ネクタ付きケープルは,危 険ですか ら絶対に使わない

で ください。

また, 裏面パネルの UNKNOWN端 子の BNC(メ ス)

コネクタにもプラスチ ックモール ドのカバーを付 け,

さらにプラスチックモール ドの BN Cキ ャップをかけて

コネクタの金属部分が全 く露出 しないようになってい

ます。 この端子 を使用するときは,プ ラスチックモー

ル ドの BNCキ ャップを前面パネルの BNCコ ネクタに

取 り付 けます。 これはコネクタの金属部分の露出によ

る電撃の危険 を未然に防 ぐと共に,外 部誘導 を防いで

正確 な測定 を行 なうためにもぜひ必要 です。

3-4T8.コ ンデンサの絶縁抵抗 を測定す る場 合

コンデンサなどの容量性試料の絶縁抵抗 を測定する場

合は,前 面パネルの MODEス イッチを DISCHARGE

か ら CHARGEの 位置に数秒間以上 (試料の容量値 に

応 して増減する)お いて試料 を十分充電 した後,ス イ

ッチをMEASUREに して測定します。充電時間が短 す

ぎると, スイッチを MEASUREに したとき再充電々流

のためメータが振 り切 れて しまいますか らご注意 くだ

さい。測定電圧が 10Vで 試料の容量値 が数 μFの とき

は,充 電に必要 な時間は数秒です。測定電圧および試

料の容量値が大 きくなるとそれだけ長 い充電時間を必
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1.短 絡板 で,CND端 子 とGUARD端 子 を短絡します. MODEス イッチを DISCHARCEに します.

前面 または裏面パネルの UNKNOWN端 子 に,

16117A低 雑音 テス トリー ドを接続 します.こ の

場合,両 方の端子を同時に使用することはできま

せんからご注意 ください。テス トリー ドのモ
ール

ドされた BNC(オ ス)コ ネクタをUNKNOWN端

子の BNC(メ ス)コ ネクタに,ま たテス トリ
ー ド

の赤いバナナプラグをUNKNOWN端 子の赤いパ

インディングポス トに接続 します .な お,テ ス ト

リー ド先端のワニロクリップがお互いに触れ合っ

たり,ま た地面や金属性の機材に接触 しないよう

十分に注意 して ください.

5。 使用するAC電 源電圧 に合わせて,電 源電圧切換

スイッチを100Vま たは200Vに 合Dわせ ます。

TEST VOLTACEス イッチを OVに します.

3心 電源 コー ドの平形プラグを,LINEコ ネクタ

に接続 します.

3心 電源 コー ドの NEMAプ ラグを,接 地端子 を持

った 3極 の電源 コンセン トに接続 します .接 地端

子 をもたない 2極 の電源 コンセン トを使用すると

きは 3極 … 2極 変換アダプタ1251-0048を 使用 し,

アダプタから出ている短いリー ド線 を接地 します。

もしlE源 コー ドを通 して接地できないときは,必

ず前面パネルの GND端 子 を接地 してからお使 いく

ださい.

LINEス イッチを ONに します。AC lE源 力・ON

になると,ス イッチの押 ボタンが赤 く点灯 します.

動作が安定するまで約 30秒間待 ては いつでも測

定ができます.

メータの電気的ゼロ点 (抵抗 目盛の∞点で,電 流

目盛のゼロ点)を 点検 します。もし必要ならば,

裏面パネルの∞ ADJ.調 整器で正 しく合わせ ます.

裏面パネルの UNKNOWN端 子 BNC(メ ス)

コネクタは,プ ラスチックでモ
ール ドされた

BNCキ ャップ付 きです.こ の端子は外部誘導

を受け易いので,使 用 しないときは必ずキャ

'プ をかけておきます.裏 面パネルの端子を

使用するときは,前 面パネルの BNC(メ ス)

コネクタにキャップをかけてしゃへいします。

図 3- 3  電 源の投入
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図3-3に したがって, AC電 源 を投入 します.

R E S I S T A N C E― C U R R E N Tス ィ ッチ を

RE S I S T A N C Eに します。

TEST VOLTAGEス イッチカ1 0Vに なっている

ことを確 認 します .

RANGEス イッチを CAL.に し, メータがフルス

ケール値 (目盛の CAL。 の位置)ま で振れること

を確認 します. もし必要 な らば, 裏面パ ネルの

FULLSCALE CAL.調 整器で正 しく合わせます◆

RANGEス ィッチをIMAXに します.

MODEス イッチが DISCHARcEに なっていること

を確認 した後 ,16117Aテ ス トリー ドの先端に試

料 を接続 します。赤いカバーの付 いたワニロクリ

ップが測定電圧の十 (プラス)側 で,黒 いカバー

の付 いたワニ回クリップが一 (マイナス)側 です。

ダイオー ドや電解 コンデンサなど極性 をもった試

料 を接続するときはご注意 ください。

TEST VOLTAGEス イッチを, 希望する測定電

圧に合わせます.

MODEス イ、シチをゆっくりとDISCHARGE か ら

CHARGEに し,次 いで MEASUREに します.

注意

試料および UNKNOWN端 子には絶対に触れ

ないこと.MODEス イッチを CHARGEま た

は MEASUREに するとUNKNOWN劇 譜」子の

赤 いパ インデ ィングポス ト (テス トリー ドの

赤 いカバーの付 い た ワニ ロ ク リップ )に は

TEST VOLTAGEス イ ッチで設定 した濃1定

電圧 がその ままかか り,誤 って触れ ると電撃

を受 ける恐れがあ り非常 に危険 です。M O D E

スイッチが DISCHARGEの ときは UNKNO―

WN端 子 に電圧 はかか りませ んか ら,試 料に

触れぅ場合ならびにテストリードの取り付け,
取りはずしのときは,安全のため必ずMODE
スイッチをDISCHARGE:こしてください.

メ■ 夕の振 れが読 み易 い値 にな るまで,  R A N G E

スイ ッチ を時計方向 にまわ します。 .

矢印のランプが点灯している目盛から,メータの
振れを読み取 ります.       :

点灯 している測定倍率 をメータの読みに乗 した値

が測定値で,単 位 はΩ (ォーム)で す.

測定終了後, MODEス イッチを DISCHARGEに

し,試 料の残留電荷 を十分放電 させてから試料 を

はず します.

注意

MODEス イッチヵfMEASUREま たは CHAR―

G Eの ときは,試 料および U N K N O W N端 子

:こは絶対に触れないこと.TEST VOLTAGE

スイッチで設定 した測定電圧がそのままかか

ってお り,触 れると電撃 を受ける恐れがあり

非常に危険です。

12。
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図 3-4 両 端非接地の試料を測定する場合
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短絡板で CND端 子 とUNKNOWN端 子の赤いバ

インディングポス トを短絡 します.

図3 - 3。にしたがってステップ 2以後の操作 を行な

い, A C電 源 を投入 します。

RESISTANCE― CURRENTス イッチを RESIST―

ANCEに します.

TEST VOLTAGEス イッチが9 0Vに なってい

ることを確認 します.   =

.1ハNGEス イッチを・AL.に します.こ のとき,

メータがフルスケール値 (目盛の CAL .の 位置)

まで振れることを確認 します。もし必要ならば,

裏面パネルの FULL SCALE CAL.調 整器で正

しく合わせます.

6。 RANGEス イッチをIMAXに します。

MODEス イッチカ̀ DISCHARGEに なっているこ

とを確認 した後 ,16117Aテ ス トリー ドの先端に

試料 を接続 します。このとき,赤 いカバーの付 い

たワニロクリップ (+側 )を 試料の接地側に,ま

た黒いカバーの付 いたワニ回クリップ (―側 )を

試料の非犠地側 に接続 します。接続 を誤まると短

絡状態 となり測定できません.ご 注意 ください:

注意

試料および UNKNOWN端 子には絶対に触れ

ないこと。 MODEス イッチを CHARGEま た

は MEASUREに すると,UNKNOWN端 子の

B N Cコ ネクタの心線ならびに外側導体および

GUARD端 子には TEST VOLTAGEス イッ

チで設定 した測定電圧がそのままかか り,誤

って触れると電撃 を受ける恐れがあリリト常に

危険です。MODEス イッチが DISCHARGEの

ときはUNKNOWN端 子に電圧はかか りませ

んから,試 料に触れる場合ならびにテス トリ

ー ドの取 り付け, 取 りはず しの とき:ま, 1表F全

のため必ず M O D Eス イッチを D I S C H A R G E

にして ください。

メータの振れが読み易い値になるまで,RANGE

スイッチを時計方向にまわします.

矢印のランプが点灯 している目盛から,メ ータの

振れを読み取 ります。

点灯 している測定倍率 をメータの読みに乗 した値

が測定値で,単 位 はΩ (オーム)で す。

測定終了後, MODEス イッチを DISCHARGEに

し,試 料の残留電荷 を十分放電させてから試料 を

はずします。

注意

MODEス イッチカ・MEASUREま たはCHAR―

GEの とき:ま, 試料および UNKNOWN端 子

には絶対に触れないこと.TEST VOuttGE

スイッチで設定 した測定電圧がそのままかか

ってお り,触 れると電撃 を受ける恐れがあ り

非常に危険です.

10。

1 1 。

12。

13。

TEST VOLTAGEス イ

圧に合わせます.

M O DЁ スイッチをゆっ く

CHARGEに し, 次 いで

ッチを9希 望する測定電

りとDISCHARGEか ら

MEASUREに します。

図 3-5 片 線接地の試料を測定す る場合



要 とします。 なお,数 百 μF以 上の試料 を濃1定す る場

合は充電 に非常に長い時間を要 し,測 定電圧
にもより

ますがあまり能率的ではあ りません。 測 定終了後は

MODEス イッチを DISCHARGEに し, 残留電荷 を十

分に放電 してから試料 をはず します。 DISCHARGE

の位置では,試 料の両端 に l MΩの抵抗が並ダ1に接続

されます。試料の容量が数 μFの ときは,数 秒以上放

電す ると安全です。 なお1,試料 の容量が大 きくな
るに

つれて,そ れだけ放電 に長い時間がかか ります
か らご

注意 ください。

注意

容量性試料は内部 インピ
ー ダンスが低いので,誤

って電圧のかかつている部分に触れ ると充電々荷

が一時に放電す るため強いショックを受け,場 合

によっては非常に危険です。特に,高 圧で大容量

の試料を測定す る場合には,十 分にご注意 くださ

い。また,測 定終了後は必ず,残 留電荷 を完全
に

放電 した後試料 を取 りはず して くださ
いo

MODEス イッチカfMEASUREの ときは,CHARGEの

ときに比べて回路インピ
ーダンスが高 く,試 料 を充電

するのに長い時間がかか ります。 したがつ
て,あ らか

しめ CHARGEの 位置で十分充電 した後 MEASURE

にした方が能率的です。 また。絶縁抵抗の高
い数 μF

以上のコンデンサ を測定する場合,MODEス イッチを

CHARGEか ら MEASUREに すると一時的にメ
ータ

指針が∞点か ら負方向に振れることがあ り
ます.こ れ

は CHARGEの ときとMEASUREの ときの回路 イン

ピーダンスが異なるため,試 料 に充電 された電荷
のご

く一部が放電 して生ずる現象で,正 常です。

4329Aの 測定用直流電源は,AC電 源電圧の変動
に対

して十分安定化 してあ りますが,試 料が大容量で絶縁

抵抗が非常 に高い場合には,電 源の瞬時変動
による充

放電のためにメ
ータの指示値が若千ふらつ くことがあ

ります。 しか し,  …
一般 に容量:が大 きくなると絶縁抵抗

も低 くな りますか ら,ほ とんどの場合
コンデンサの絶

縁抵抗 を十分安定に測定できます。

3-4-9。 応用測定一漏洩電流の測定
一

4329Aは 絶縁抵抗の測定 と同時に,メ
ータの振れから

その測定電圧における漏洩電流 も測定で きます。次
の

方法で行 ないます。

表 3,1の 式から計算 します。

3)メ ータの振れに測定単位 を乗 したもの力、TEST

VOLTAGEス イッチで設定 した測定1瞳圧におけ

る漏洩電流です。

測 定 電 圧 漏 洩 電 流 測 定 単 位

10V lo―″ °  A(ア ンペア )

10-(″
~1)        ″

50″

100″

250″

10-(■
-2)       ″

500″

1000″

ただし,抵 抗測定倍率 は 10″とする。

表 3-1 漏 洩電流の測定単位

3-4-10.試 料が絶縁破壊 を起|した ときの注:意

4329Aに は特別な表示ランプはあ りませんが,測 定中

に試料が絶縁破壊 を起す
。
とRANGEス イラチをどこ に

まわしてもメータが強 く振 り切 れます。RANGEス イ

ッチを I M A Xす なわち抵抗測定の最低 レンジにして も

メータカぜ振 り切だるときは,試 料が絶縁破壊 を起 して

います.こ うした場合は直 ちに MODEス イッチを DIS―

CHARGE・ にし, TEST VOLTAGE不 イッチをOV

に してから試料 を取 りはず して くださいo

4329Aは 衝撃に強い トー トバ ンドメ
ータを使用 してお

りまた保護回路を自蔵 しているため,メ
ータが強 く振

り切れても指針 を損傷 したり内部回路 を焼損する心西己

はあ りません。 しか し,4329Aは この とき過負荷の状

態で動作 してお り好 ましい状態ではあ りませ ん。 そ
の

まま放置 しないで,前 記の方法により必ず試料 を取 り

はず して ください。

3-4-11。 指示値がふ らつ くときの注意

3-4-12.誘 導 に よってふ らつ くとき

UNKNOWN端 子の入力抵抗は RANGEス イッチを時

計方向にまわすにつれて高 くな り,R M A Xの 位 置 では

lo l l  Ωとなって外部誘導 を受け易 くな ります。入力抵

抗が高い状態 (R A N G Eス イッチが RM Aル も含めて高

い方の 4レ ンジにあるとき)で は, UNKNOWN端 子

の BNCコ ネクタまたはそれに接続 された16117Aテ ス

ト|― ドの黒いカバーの付 いたワニロクリップの近辺

に AC電 源の酉己線やスライタックなどが近づ くと,A C

電源周波数の誘導によリメ
ータの指示値がふらつ くこ

とがありますからご注意 ください。 ま た, テストリ
ー
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1 )

2 )

図 3 - 4の ステ ップ1 1または図 3 - 5の ステ ッ
プ1 2

にぉぃて,メータロ盛の一番下にある電流目盛

(0-20)か らメ
ータの振れを読み取 ります。

この場合,漏 洩電流の単位 は表示 されません
か

ら,表 示 されている抵抗測定イ音率 を
10″として

1 9



ドの黒 いカバーの付いたワニロクリップを試料の内側

の端子 に接続 し,赤 いカバ
ーの付いたワニロクリップ

を試料 の外側の端子に接続すれば,外 部誘導の影響 を

t/J にヽす ることができます。

特 に RANGE ス イッチが高い方 の 2レ ンジにあると

きは,UNKNOWN端 子 に 16117Aテ ス トリー ドを接

続したとき同軸ケープルの先端がワニロクリップとなっ

て露出 しているため外部誘導 を受け,メ
ータの∞点が

ずれ ることがあ ります。 こうした場合には,試 料 と同

軸ケープル先端のワニロクリップをシ
ール ドし,こ の

シール ドをGUARD端 子に接続 します.こ うすれば,

安定 した状態で正確 な測定ができます。

3-4-13。 線 間容量 の変化 で指示値 がふらつ くとき

RANGEス イッチの高い方の 4レ ンジで測定する場合,

テス トリー ドの 2本 の線が動 くとメ
ータの指示値がふ

らつ きます。 これはテス トリ
ー ドの線間容量が変化す

るために生ず る充放電現象によるもので,誘 導による

ものではあ りません。 したがつて9測 定中はテス トリ

ー ドやワニロクリップが動かないように固定 してお使

い ください。

3-4-14.ケ ー プルの雑 音

測定中にテス トリー ドの同軸 ケ
ープル (UNKNOWN

端子 の BNC(メ ス)コ ネタタに接続される灰色のケ
ー

プル)を 折 り曲げると,雑 音のためメ
ータ指示値がふ

らつ きます。 16117Aテ ス トリー ドには低雑音の同軸

ケーブルを使 用 しているため,

比べてその影響 はわずかですが

ドを急激に曲げることはさけて

一般の同軸ケープルに

,な るべ くテス トリー

ください。

3-5.板 状試料の測定

3-5-1.概  説

16008A RESISTIVITY CELLは ,4329Aと 共に用

いて板状絶縁物 の体積固有抵抗 ならびに表面固有抵抗

を簡単 に測定す るための電極ですι板状試料の測定に

は水銀電極,金 属 (錫)箔電極 ならびに導電性塗料電極

などを用いる方法が標準測定方法 とされています。 そ

のいづれで測定 してもかまいませんが,4329Aの アク

セサ リ (別契約 )と して設計 された 16008Aを 用 いる

のが簡単 でしかも能率的です.

3-5-2. 16008A RESISTIVITY CELL

1 6 0 0 8 Aは 43 2 9 Aと 共 に使用 して,試 料の厚 さが約 1

mmの とき約 4×10 1 8Ω_mま での体積 固有抵抗 ,な ら

びに約 4×10 1 7Ωまでの表面固有抵抗が測れます。測定

電圧 は最大 l k V d cでふたを開 くと自動的に OFFに な

りますから,試 料 をセットするとき電極に触れても電

撃を受ける心配は全 くありません。主電極には弾力性

のある導電性樹脂を使用 して,試 料が測定電極に密着

しやす くなっています。スライドスイツチを切換える

だけで体積固有抵抗または表面固有抵抗のどちらでも

測定でき,こ のとき測定コ
ー ドの接続を変えるわずら

図 3-6 16008A RESISTWITY CELL
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主電極 :表 面に弾力性のある導電性樹脂 を使用 し

て,試 料 が電極 に密着 しやす くなって
います.

BNC(オ ス)コ ネクタ付 きのケ
ープルを経て,

4 3 2 9 Aの U N K N O W N端 子の B N C (メ ス)コネクタ

(マイナス側)に 接続されます。

ガニ ド電極 :体積固有抵抗の測定では保護電極 と

なり,測 定誤差 となるろうえい電流 を効果的にさ

えぎる重要 な役割 を果 します。表面固有抵抗の測

定では高圧電極 となり,主 電極 とこのガ
ー ド電極

の間に測定電圧力fかか ります.

対電極 :体積固有抵抗の測定では高圧電極 となり,

主電極 とこの対電極の間に測定電圧がかか ります.

表面固有抵抗の測定では,保 護電極にな ります.

VOLUME― SURFACEス イッチ :体積固有抵抗の

測定 (VOLUME)と 表面固有抵抗の測定 (SUR―

FACE)を 切換えるスイッチです。スイッチを操

作するだけで,測 定 コ
ー ドの接続 を変える必要は

ありません。

計算式の表示 :体積固有抵抗ならびに表面固有抵

抗 を計算するための数式 を表示 します.

マイク●スイッチ開閉アーム :上 ぶたを開けたと

き高圧電極 (体積固有抵抗の測定では対電極,表

面固有抵抗の測定ではガー ド電極 )に 測定電圧が

かかっていると:試 料 をセットするとき電撃 を受

ける恐れがあり危険です.こ れを防止するため,

上ぶたを開 くとマイクロスイッチカf動作 して測定

電圧が OFFに なります.

低雑音ケープル :ケ ープル心線は,本 器の主電極

に接続されています.ケ ープル外側のシ
ール ドは,

本器のケースおよび体積固有抵抗の測定ではガ
ー

ド電極に。また表面固有抵抗の測定では対電極に

接続されています。ケープル先端 は BNC(オ ス)

コネクタ付きで,4329Aの UNKNOWN端 子 BNC

(メス)コ ネクタに接続 します。

測定電圧用 リー ド:先端 にバナナプラグの付いた

高耐圧のゴム被ふ く線で,4329Aの UNKNOWN

端子の赤いパインディングポス トに接続 します.

体積固有抵抗の測定では対電極に,ま た表面固有

抵抗の測定ではガー ド電極に接続され,主 電極 と

の間にそれぞれ測定電圧 を供給 します.

ラッチ :上 ぶたは閉 してか ら強 く下 に押す とラ ッ

チがかか り止 ま ります.ま た。パ ネル面のポタ ン

を押 す とラッチがはずれ開 きます。

膏

均

図 3-7 16008A RESISTIVITY CELLの 操作ツマ ミ



GND端 子 とUNKNOWN端 子の赤いパインデ

ィングポス トを短絡した状態では絶対に使用

しないこと.16008AのケースにTttT VO―

L T A C Eス イッチで設定する負の測定電圧が

そのままかか り,ブト常に危険です:

4329Aの CND端 子 とGUARD端 子 を短絡 します. 10X10m程 度の大 きさのもの■ 表面の平 らな一

様な厚さのものをお使い ください。各電極 と試料

が良 く密着 していないと測定誤差が大 きくな りま

す.正 確 な測定のためには十分ご注意 ください.

セットした試料力fずれないように注意 しながら静

かにふたを閉 し,強 く押 してラッチをかけます。

図3-3に したがってステップ 3以 後の操作 を行 な

い94329Aの AC電 源 を投入 します. 続 いて,

図3-4に したがってステップ 2-6お よびステッ

プ 8以 後の操作 を行 ない,試 料の抵抗値 を測定 し

ます.

次式にしたがって,体 積固有抵抗 または表面固有

抵抗 を計算 します.

体積固有抵抗 :ρ =暑 f Rvi

ただし,Rv:4329Aで 測定した試料の抵抗値 (Ω)

t :試 料の厚さ(m)

表面固有抵抗 :σ =18.8Rs

ただし,Rs:4329Aで 測定した試料の抵抗値(Ω)

1 6 0 0 8 Aの前面パネルのポタンを押 してふたを開

きます.接 続ケープルの B N C (オ ス)コ ネクタを

4329Aの UNKNOWN端 子 BNC(メ ス)コ ネクタ

に, またパナナプラグを432 9 Aの UN K N O W N端

子の赤 いパインディングポス トに接続 します.

16008Aの VOLUME― SURmCEス イ ッチ を,

体積固有抵抗の測定では VOLUMEに ,表 面固有

抵抗の測定では SURFACEに 設定 します。

16∞8Aの 主電極上に,試 料 をセットします.こ

の とき,  試料 がガ
ーードt極 の内径 7 mよ り/ Jさヽ

くてガー ド電極 にかからない場合は,測 定できま

せん。試料 としては,直 径 1 0 o nの円板 あ るいは
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主電極 :直径50mmの 円板,電 極表面は弾力

のある導電性樹脂。

ガー ド電極 :内径 70mmの 金属 リング

測定できる試料の大きさ :最大 125× 125mm,

厚さは最大 7 mm。

最大測定電圧 :1000 Vdc

■  ■ : 糸勺1.4 kg

付属品 :短 絡防止用絶縁板

:  - 3 C t -  v \ -  + & O " q *

表 3-2 16008A RESISTIVITY CELLの 仕様

わしい操作 は一切不要 です。 またそれぞれの固有抵抗

を算出する場合の計算式は,ふ たの内側に表示してあ

ります。16 0 0 8 Aの各部 の説明は図3- 7を ,使 用法は

図3- 8を ごらん ください。          ・

1 6 0 0 8 Aは 4 3 2 9 Aと 共に使用するように設計 されてお

り, 渕ltコ ー ドの先l端には BNC(オ ス)コ ネクタとパ

ナナプラグが付 いています。 しかし,4 3 2 9 Aだ けでは

な く他 の絶縁抵抗計, 例 えば YHP MODEL4323A

( R M - 2 1 C )と 共に使用することもできます。この場合,

43 2 3 A ( R M - 2 1 C )の 高圧側測定端子の BNC (メ ス)コ

ネクタに 101 1 0 Aア ダプタを使用 して,パ インディン

グポス トに変換 します。

3-5-3.16008A使 用上の注意

16008Aは 試料 を挿 入 しないで上ぶたを閉 じると測定

電極が短絡状態にな ります。 しか し,通 常の試料の絶

縁破壊の場合 と違 って,そ のままの状態で測定電圧が

かかっても4329Aの メータは振 り切 れません。 このた

め,気 付かないで短絡状態のまま長時間放置する恐れ

があ り,場 合によっては4329Aを 焼損する危険があ り

ますからご注意 ください。 し たがちて, 測定時1カ界は

安全のため必ず4329Aの MODEス イッチが DISCHAR‐

GEで ,TEST VOLTAGEス イッチが OVに なって

いることを確認 して ください。 また,使 用 しないとき

は常に付属 している短絡防止用絶縁板 を電極間にはさ

んでおけば安全です。 なお,16008Aの 上 ぶ たは使用

しないときも常に閉 しておき,ち りやほこりがかから

ないように注意 して くださv 。ヽ高抵抗 を測定するため,

内部が汚れているとリークを生 し,測 定誤差の原因に

な ります。

「
‐‐‐‐~‐‐‐‐‐‐―‐‐――‐記 ‐‐‐―‐‐‐‐‐‐―‐‐__‐ ‐■

1 6 0 0 8 Aを使 用 した場 合の4 3 2 9 Aの 測定確 度は規定

され ませ ん。                 :

L二 ___り"ぃ__~~‐ ‐――。‐―‐‐‐‐―‐‐‐‐一¨―‐‐―‐―J

3-6 .電 気絶縁用

ビニルテープの体積固有抵抗の測定

電気絶縁用 ビニルテ
ー
プの体積固有抵抗 は,次 の方法

で測定 します。セ ットアップは,図 3-9を ごらん くだ

さい。 なお詳細は,Л  S C 2337電気絶縁 用 ビニルテ

ァプの規定 をごらん ください。

約 100 mm

図 3-9 ビ ニル絶縁テープの体積固有抵抗 を測定する場合の電極配置
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1)良 質のニ ッヶルまたはクロムメッキを施 した長

さ約 15 cm,直 径 2 cmの金属棒 を対電極 (高圧

電極 )と し,こ の上 に試料 を半幅づつ約 10 cm

の長 さに重ね巻 きします。 なお対電極 として使

用する金属棒 は,表 面 を研磨 したきずのないも

のであればメッキしな くてもかまいません。

2)試 料のほぼ中央 に幅約 7mの 主電極 を,ま た試

料の両端より約 l cm離れた位置に適当な幅のガ
ー ド電極 を取 り付 けます。 なおこれ等の電極は

試料 に十分密着 できるものであれば,錫 箔電極

や導電性塗料電極,金 属吹付け電極 など任意の

ものを使用できます。

3)図 3-3に したがってj4329Aの AC電 源 を投入

します。

4)4329Aの MODEス イッチヵfDISCHARGEに な

つているごとを確認 した後, 図3-9に したがっ

て 16117Aテ ス トリー ドに試料 を接続 します。

試料のガー ド電極 は,4329Aの GUARD端 子に

接続 します。

5 )図 3 - 4に したがって,ス テップ 2 - 5の 操作 を

行 ないます。

6)TEST vonGEス イッチを 100vに し, 図

3-4に したがってステ、シプ 8以 後の操作 を行 な

い,電 圧 をかけてから充電 1分 後の試料の抵抗

値 を測定 します。

7)次 式 より,試 料 の体積固有抵抗 を計算 します。

体積固有抵抗 :ρ =π
(D ttt)ノ

Rv(Ω …cm)

ただし,Rv:4329Aで 測定した試料の抵抗値(Ω)
∫
ノ :主 電極の幅 (m)

D:対 電極 (金属棒)の 直径 (cm)
:    t :試

料の重ね巻 きの厚さ (cm)

この測定は 3回 行 ない,そ の平均値 を求めます。

ビニルテープは温度にょって抵抗値がかな り変化 しま

すから,必 ず測定温度 を記録する必要があ ります。測

定温度が20℃以外の場合の測定値 を20℃の値 に換算す

るには,ス テップ 7)の 測定値 に表3-3の 温度係数 を

乗 して ください。

3-7。 微 小電流の測定

4329Aは 自蔵の直流増幅器 によ り, 2pA(最 小一 日

0。05pA)～ 20μAフ ルスケールの微小電流が測れます。

絶縁物の漏洩電流や充電電流,あ るいはイオン電流の

測定などにお使 い ください。本器は入力抵抗 が 104～

101l Ωとか な り大 きいので, これに比べて十分大 きな

内部抵抗 をもった回路で測定 をしないと誤差 を生 しま

すからご注意 ください。表 3-4は 各 レンジごとの本器

の入力抵抗値 を示 したものです。測定方法は,図 3-10

をごらん ください。 なお,外 部誘導ならびにケープル

の雑音の影響は,絶 縁抵抗 を測定する場合 と同 じです。

それぞれ,3-4-12。 および3-4-14。 をごらん ください。

3T8。 レ コーダ出力

4329Aは 裏面ィドネルにRECORDER端 子があり, メー

タの振れに比例 した0～ 100mVの 直流出力が得 られま

す。測定値 を自動的に言己録 した り,ま たその時間的変

化 を記録す る場合にお使 い ください。 この端子の出力

抵抗は lkΩ ですか ら使用するレコーダは入力抵抗が

100kΩ以上のもの■ 100 mVの入力で十分動作する感

度のものをご使用 ください。短絡板でGND端 子 とGUA―

RD端 子 を短絡 した場合 (両端非接地の試料 を測定す

る場合)に は,RECORDER端 子は片線接地出力です。

したがって,フ ローティング入力あるいは片線接地入

力のいづれの レコーダを使用 してもかまいません。

電 流 範 囲 ホ! 入 力 抵 抗 電 圧 降 下 中2

×10-6 (A) 10 kΩ ± 1%

メー タの振 れに

比例 し, フル ス

ケール値 の振 れ

に対 して2 0 0 m V .

×10-7   ″

×10-8 l m± 1 %

X10-9  ″

×10-10  ″ 100

X10-11  ″ 1,000     ″

×10-12  ″ 10,000    ″

x10-13  ″ 100,000    ″

*1表 示される測定倍率を表わします。
*2 UNKNOWN端 子における電圧降下です。

表 3-4  電 流測定の場合の入力抵抗

測 定 温 度 温 度 係 数 測 定 温 度 温 度 係 数

10℃ 0.32 21℃ 1。19

11″ 0.34 22″ 1。46

12″ 0.38 1.78

13″ 0。42 2。14

14″ 0.47 2.60

0。52 3。17

16″ 0。58 27″ 3.85

0.65 4。65

18″ 0。75 29″ 5。60

19″ 0.86 6.30

1。00

表 3-3 ビ ニル絶縁テ.―プの温度係数
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1.図 3-3に したがって,電 源 を投入 します.

2。 RESISTANCE― CURRENTス イッチを CURRE―

NTに します.

いたワニロクリップを電流源の一 (マイナス)側

に接続 します。

TE S T  V O I m L G Eス イッチガ ovに なっている

ことを確認 します.

注 意

電流測定中は必ず,TEST VOLTAGEス イッ

チを OVに してお くこと.RESISTANCE―

CURRENTス イッチが CURRENTの ときは,

TEST VOuttGEス イッチがどこにあって

も測定端子 UNKNOWNに 電圧はかか りませ

ん。しかし,測定中誤ってスイッチを RE SIS―

TANCEに するとUNKNOWN端 子に電圧力f

かか り,場 合によっては被測定回路を焼損す

ることがあり危険 です.安 全のため必 ず,

TEST VOLTAGEス イッチは OVに して く

ださい。

5。 RANGEス イッチをIMAXに します.

6。 MODEス イッチを MEASUREに します。

16 1 1 7 Aテ ス トリー ドを,電 流源に接続 します。

この とき,黒 いカバーの付いたワニロクリップを

電流源の十 (プラス)側 に,ま た赤 いカバーの付

メータの指針が目盛の 1/10以上振れるまζ RAN―

GEス イッチを時計方向にまわします.

矢印のランプカt点灯 している目盛から,メ ータの

振れを読み取 ります。

点灯 している測定倍率 をメータの読みに乗 した値

が測定値で,単 位は A(ア ンペア)で す.

■奉奪暉■巻奮q計

電流測定の場合図3-3の ステップ 1に したが

って GND端 子 とGUARD端 子 を短絡すれば,

本器の UNKNOWN端 子はフローティング入

力です。しかし,GND端 子 とUNKNOWN端

子の赤いパインディングポス ト (十側 )を 短

絡すると,UNKNOWN端 子は片線接地入力

になりますからご注意 ください.

図 3-10 微 小電流の測定



短絡板 で GND端 子 とUNKNOWN端 子の赤いパインデ

ィングポス トを短絡 した場合 (片線接地の試料 を測定

す る場合 )に は,RECORDER端 子 :事フローテイング

出力にな りますから,フ ロ
ーティング入力の レコーダ

カイ必要です. しかもこの場合,RECORDEュ 端子の一

(マイナス)側 には TEST VOLTAGEス イッチで設

定する測定電圧 (負)が そのままかかり,使 用するレ

コーダの入力絶縁耐圧が問題になると共に,誤 って触

れると電■を受ける危険がありますから十分にご注意

ください。

GND端 子 とUNKNOWN端 子 の赤 いパインディン

グポス トを短絡 した場合 には,次 の点 にご注意 く

ださい。   ,・

1 ` T E S T  V O u t t G Eス イ ッチで設定す る測定

電圧 は,使 用 す る レコ
ー ダの入力絶縁耐圧 を

越 えないこ と。

2 .レ コー ダを接 続 した り取 りはずす場合 には,

MODEス イッチを必 ず DISCHARGEに す る

こ と。
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